
◆ 科目名 基礎看護学実習Ⅰ 単位数（１）・科目時間数（ ４５ ）時間 

単元名       単元時間  ４５H 開講時期２０２３年９月予定 講師名 松井 祥子他 

 ＜第１段階実習＞ 

【実習目的】 

 健康障害により病床で生活する入院患者を知り、日常生活が規制されている入院患者に行

われる看護活動の基本を知る。 

 

【実習目標】 

 １．入院患者の生活環境を知る。 

  １）病棟、病室の構造と設備について知る。 

  ２）生活環境としての条件を知る。 

 ２．入院患者に対する看護活動を知る。 

  １）看護活動について知る。 

  ２）保健・医療・福祉における専門職種の活動の仲介や調整を知る。 

 ３．看護の対象を知る。 

  １）入院患者との対話を通して病床での生活と心の動きを知る。 

 ４．病院の構造・設備・機能を知る。 

  １）病院内の各部門と部署の位置を知る。 

  ２）保健医療チームの役割を知る。 

 

【実習場所】 

 亀田総合病院 

 亀田クリニック 

   

 

【実習方法】 

 実習期間：３日間 

  ＊詳細は実習要項参照 

 

 

 

 

 

 

 【評価方法】 

基礎看護学実習Ⅰ 第１段階実習・第２段階実習を合わせて単位認定とする。 

 

 



◆ 科目名 基礎看護学実習Ⅰ 単位数（１）・科目時間数（ ４５ ）時間 

単元名       単元時間  ４５H 開講時期２０２４年３月予定 講師名 松井 祥子他 

 ＜第２段階実習＞ 

【実習目的】 

 健康障害により日常生活が規制されている入院患者の基本的欲求を知り、患者の日常生活

に合わせた看護技術の実施を通して、看護活動の基本的技術を習得する。 

 

【実習目標】 

 １．看護の基本的な日常生活の看護技術の実践過程を通して、看護行為の基本を学ぶ。 

  １）患者の生活や健康のニーズを知るための情報収集（観察・対話・記録物）ができる。 

  ２）患者の生活や健康のニーズにあった援助計画が立案できる。 

  ３）日常生活の援助技術を実施できる。 

  ４）援助技術の評価ができる。 

  ５）看護者にふさわしい言動がとれる。 

 

【実習場所】 

 亀田総合病院 

   

   

【実習方法】 

  実習期間：５日間 

   ＊詳細は実習要項参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【評価方法】 

基礎看護学実習Ⅰ 第１段階実習・第２段階実習を合わせて単位認定とする。 

 別紙評価表を用いて、教員・臨床指導者・学生本人の評価並びに出席時間を総合して判定

する。 

 

 


